






































































do Brasil， Sao Paulo州に関しては FundacaoSistema Estadual de Analise de Dados (SEADE) 
が発行する AnuarioEstatistico do Estado de Sao Pauloを使用し，その他南米銀行(BancoAmerica 




















(資料:AnuむioEstatistico do Brasil (IBGE)他による.第3----6図も同じ)
ブラジルは，現在， 27の行政区からなる.すなわち， 22州， 4連邦直轄領， 1連邦区が存在し，ま
た，そ才1らがし、くつか集って Norte，Nordeste， Centro-Oeste， Sudeste，そして Sulの五つの地方に
分割さ才1ている.









Sudeste と Sul の両地方に銀行の地域的集中が著しい. 1959年現在，両地方に立地する銀行数を合
計すると，全国総数の87.7%にも達する. とくに SaoPaulo州への銀行の地域的集中が著しく，同
州を囲んで MinasGerais州歩Guanabara州、|に銀行が集中して立地していた.換言すれば， Sudeste 




















きた.それに対して Nordesteと Centro時Oeste両地方の比重が増してきた. とくに前者においては
Bahia 州，後者においては MatoGrosso州、比 DistritoFederal (Brasi1ia) の両地区において銀行の
集積をみた.

















みニシ有ピオ数るミ 有ヒするミニシ 有ヒ るミニシオ数 オ数
1940年 15 1 
50 32 15 1 
60 56 24 3 
70 105 38 8 



























































第 5図は， 1959・68・80年の 3カ年の預貸率を，全国平均値と標準偏差値を用いて階級区分したも
のである. 1959年においては，平均値を上まわったのはわずかに Rondonia(538.9%)とAcre(378. 
3)両州のみであった.それに続くチHとしては，上記21'1と同じアマゾン地方の RioBranco 州(125.









部の RioGrande do Sul 州 (97.のである.当時は，金融機能の集積していた Riode J aneiro と
Sao Paulo両都市から離れた遠隔の地に，預貸率がかえって高率であった.ちなみに， Rio de Janei-
roが位置する Guanabara州は，預貸率が52.4%，Sao Paulo州は32.1%の低率であった. しかし，
上記のような預貸率の高率の 6州は， Rio Grande do Sul 1'1、!を除いては，金融活動の規模は小さい.
そのなかでも， Rio Branco州はブラジノレの中でも預金額・貸付ー金額からみて最IJ'の州であり，当時，














































第6図 金融機riEO)地域的差異 G賞金， 1959年〉
(修正ウィーパ法による〉
A:政府機関 B :J血方自治体機関 C:銀行
D:商業 E 撃2造業 F:農業 G ・牧畜業
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一方，預貸率の低いナH としては，アマゾγ地方の Amap五 (26.3~) ， Para (30.5)の同州，そし
て Nordeste地方の Cear五 (30.8)，それらに加えて首都の建設途上であった BrasIlia(2.のであっ
た.その他，当H札ブラジノレ第 1の金融機能を有していた Riode ]aneiroの周辺の Riode Janeiro 





他の諸外とは大きく異っている.一方， Sao Pauloや Riode Janeiro ~f:/j 十|のように，海岸部に位置す
る比較的開発の古I_，、諸州では，工業投資が盛んであった.そして， Acre， Rondoniaや MatoGrosso 
などの内陸部 るナトiや， Rio Grande do Norteや Paraibaのような Nordeste地方の州では
農牧業への投資が卓越していた.以上のように，貸付金額の内訳は当時の各地域における地域開発の
状況を如実に示している.
1968年になると，預貸率には Amazonas州 (46.9~) を除いて各州ごとに大きな差異はなかった.
平均値は95.3~であり，標準偏差値が11. 3~ と小さいことからもわかるように，ほとんどの州は90~
から 100~のイ直に集中した.その中でも， 1959年には低率であった Para (107.9~) ， Ceara (112.2) 
両ナ1'と，すで なっていた DistritoFederalの3州のみは， 100~を超えており，年々，投資
の極は地域的に移動する傾向にあった.なお， 1968年には預金・ とも， Sao Paulo ナ1'が Rio






る. Nordeste地方では Maranhaoと RioGrande do Norte両州、|は高率地域であり，それに対して










ーっとし て， 経済的にI=I~; [~管沼Z機能ヵ:ある.その うち，都市域における都心部への求心的な機能であ
り，しかも他地域に影響を与二えるものが金融機能であり，それは都市システムを形成する重要なもの
である . 本稿では， 金剛!j陵台芭によってブ ラジノレの都市、ンステムがし、かに形成されているかを三考祭して
みたい.
第7図は，ブラジルにおし 1 て各都市の預金 ・貸出金量の規模とj順位を比較したものである.両対数
グラ フを用いて，縦il4hに7質五主主・貸イ寸金iilをとり ，;f1j~iI4lJに都市の JIIr~位を 70位ま で並べたものである.都
市5)IJに Jメても，ブラジルにjヨいては SaoPauloと Riode Janeiroのご.大都市の卓越性は顕著で あ
り ，人口数からみた者~3TlJの)1頁位規模が措く形状とは異なる.すなわち，人口からみた都市の順位規模









基本的にはプライメイト・パターンを示している. しかし，近年，この二つの都市に続いて， Belo 
Horizonte， Salvador をはじめ 100 万都市が七つも誕生した.ただし，金融機能からみた者j~rlJの順位
規模の関連は，まず，預金・貸付金額とも第3位までの都市への集中が著しい.













市群の中で SaoPauloの貸付機能の卓越牲が顕著である. 貸付金額からみて第5位の Osascoと第
10位の Campinasは SaoPauloの郊外に位置し，両者は SaoPaulo大都市圏内にある.その他，金
融機能が卓越した都市は， Brasiliaを除いて大部分が沿岸部に立地し， 都市縞の地理的配置の基本的
パターンは，植民地時代から継承されてきたように依然として沿岸部に展開する.





コーヒーのプランテーションに移行したのは， 1930年代に入ってからであった.そして， Sao Paulo 
の周辺でコーヒーのプランテーションが開始したのは， 1850年代からであった. Sao Pauloを中心と
した地方は，テラロッシャと呼ばれる土壌に被われ，温和な気候下で平境地に大規模な栽培が展開さ




1822年のブラジル独立宣言ののちに， Sao Pauloは SaoPaulo川の州都となり， 大学の法学部や
多数の学校が設寵され，周辺地方の子弟が学生として集まるなど，中心性を高めてきた.都市の機能
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が充実するに伴い， J司支辺農村のコーヒー農園主は， Sao Pauloへ生活の本拠を移すようになった.た
だし，当時のブラジノレにおける最大の都市は， Rio de Janeiroであり， 1872年の人口統計によると
522，651の人口を有し， それに対して SaoPauloはわずかに 31，385人であり，小都市にすぎなかっ
?こ.
19世紀末以降，コーヒ一生産の仲展は商業機能をはじめとする都市機能の拡充を進め，鉄道網の内






Paulo T'1J内に移住させる結果となった.そのため， Sao Pauloにはコーヒーの生産によって利益を得
たファゼンデイロが集まるようになり，その結果消費市場が拡大し，周辺地域への商品の供給も盛ん
になった. Rio de Janeiroに始まった工業化も， Sao Pauloへ伝播し，今世紀に入ってからは工業
化が主軸となって，ナ1'1内各地の経済力を高めるようになった.
Sao Pauloにおける開発の歴史の新しい状況は，金融機能の地域的分布にも明確に表現されてい
る. Sao Paulo州の全銀行数3，254(1980年現在〉のうち，実に34.6%が SaoPaulo市に集中して
いる.一方， Sao Paulo r甘から北方に向って， Campinas， Ribeirao Pretoなどに銀行立地の集積が
進んだ地;帯が内陸部Lこも形成されている
第 9図 Sao Paulo州における銀行の分布(1980年〉
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第10関 Sao Paulo ナ1における金融機能の地域的差異(1980年〉
(修正ウィーパ住による)
A:製造業 B:商業 C:金融機関 D:政府機関 E:個人
(資料:SEADE) 
200 km 






郡都と郡部外の二つの範ちゅうに分けて記入したが， Sao Paulo郡のl宇では SaoPaulo市に集仁j=1す
る割合が高い. しかし， Sao Paulo郡以外では，郡都よりも郡部以外の地区における銀行数の方が多
い. したがって，大都市を離れると銀行が地域的にも均等に分散して立地する傾向を認めることがで
きょう.
また，第10図は SaoPaulo州内における郡別貸出額の内容を示してある. Sao Paulo市の貸付先
は，政府機関に傾斜していることが特徴的である.そして SaoPaulo市周辺部には製造業関係の事
業所に貸付ける金融機能が特化し，一方，内陸部に入るにしたがって偲人への貸付・の割合が高まって
いる. Sao Paulo 州内においては，銀行による資金の貸付けに地域的差異があるが，丹、!全体を考察す
れば，製造業業種の事業所に対する貸付が29.3%に達しており，金融機関が工業化を推進する重要な
役割jを読みとることができる.
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1lI -2 Sao Paulo ili都心部における金融空間
Sao Paulo TIJは，ブラジノレ第 1の都市であるとともに，商アメリカ大陸でも厳大の都市である
Sao Paulo市は人口 849万3，598であるが，37の“municIpio"からなる SaoPaulo首都圏は 1，271万
9，072の人口を有する(l980f!:現在). Sao Pauloの都市閣は， ブラ ジル国立地理院(IBGE)による
ブラジルにおける都市間町定に基づくと，国内で最高位にイ立躍 している. Sao Paulo都市聞は，Sao 
Paulo州は勿論のこと ，Parana州北部， Minas Gerais州 南部)Minas Gerais 州三角地帯)Goias 
州南部， そして Mato Grosso 1刊仲l仁:千干判1=二
プブブ‘ラジル国内においても SaωoPa仙ulo ~にこと くに経済力が集 I中4宇中:コl しているため) Sao Pauloはブラジ ノレ
全体の金融活動を支配する力を有している.金融機能は，人間のあらゆる活動の源泉となるため，換
言すればブラジルの経済活動の主要なものは， Sao Paulo において意思決定がなされているといえよ
う.
Sao Pauloの挺生は， 16世紀仁j=l期にイユズス会の修道ゴゴが伝道村落を創設したこ とにさかのぼる.
その発祥の地が現在の Se広場であり ，その周辺は Se:t也区と呼ばれている.第10図に示されている
通り ，1975年当時，最高地価が Se広場から北西方向に位置する Republica広場までの長さ約 1km， 
l幅約500mの範聞に存在していた.このような最高地価カミ分布する都心部ともいえる地区を中心とし
て，高地価が周辺部にも分布していた. しかし， Paulista 大通りの沿道には高地価がすでに分布し，
第11図 Sao Paulo iIi中心部のよ也官!i分布(1975年)
(資料 Sao Paulo n 
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第12図 Sao Paulo市における銀行預金額の分布 (1980年〉
(資料:SEADE) 
都心部機能の分散が進んでいたものと考えられる.
第121Zlは， Sao Paulo 首都圏における預金額の分布である.最大の頭金額を集めている民主h~
は， 1980年において 111，683億クルゼイロの預金額を有し， Sao Paulo市全体の預金額の実に38.5%
を占めている.当地区の銀行忠誠数は 111であり，市全体の 1，109J苫舗の約10%に相当する. したが
って， 1活舗あたりの預金額も大きく，当地区の庖舗規模が大きいこともわかる.この Se地区を囲
んで， Santa Ifigenia， Bela Vista， Cerqueira Cesarそして Consolacao地区に預金量の大きな地区が
配列する. S毛地区に対して，概して西側に預金量の高い地区が集中し， とくに Consolacao地区に
は， Se地区に次いで 100の銀行j苫舗が集中している.預金量は， S毛地区を中心として概して周辺部














第13図 Sao Paulo市都心部の銀行立地 (1982年7月の現地調査による)














Centro 地区からの業務機能の分散によって， ITjIJ都心化した Paulista大通りは不動産業者の格好の
投資対象となり， 1962年から80年のわず、か18年間に， Fernando Silva Pintoと JoaoAntonio Camo-
rero Filhoの計算によると，地価は実に 1，000倍にも達した. J!hfi町が高騰するにしたがい， Paulista 
大通りに面して立地し得るのは，金融機関と大企業の事務所などに限定されてきた. しかも Sao
Pauloが国内で第一の経済力を有するようになったため，外国資本の進出が若二しくなってきた.Blan-







Faria Lima通りに，金融機能の立地の分散がはじまっている. したがって， Sao Paulo -mにおいて
は金融機関の立地が Centroから外縁部へ分散する傾向を認めることができる.
m 3 臼系銀行によるf苫舗網の拡大
日本人移民による銀行が，第二次大戦前にブラジノレにおいて設立された. その銀行は， “Banco 
America do Sul Limitadaけと呼ばれ， 1940年に SaoPaulo 市に開業した. この銀行の前身は，










































また，終戦によって日本人の地域的な移住が自由になると， Sao Paulo市に集まる人口および Sao
228 人文地理学研究明




第二次大戦が終わる前までは， Sao Paulo市を中心として SaoPaulo 1+と SaoPauloの南に接
する Para凶州北部に南米銀行の居舗網が限定されていた. しかし，第二次大戦後，まず SaoPaulo 
と Parana両州に支百密度をより ると同時に， Rio de ]aneiroや Brasilia などの主要都市をは
じめ， Sao Paulo州に近隣する MinasGerais， Goias， Mato Grosso， Mato Grosso do Sulの諸州に
もj苫舗網を拡大していった.J苫舗網の拡大過程においては地方の日本人有力者に代理詰営業を依頼
し，そのj苫舗の金融機能が高まると支活あるいは出張所に昇格させることも行った.その間，南米銀


























うe しかし， 1=1系銀行が大規模化するに伴って， J苫舗網はブラジル全土を被うようになって，国内に
純白たる金融基盤を築くに至った.この過程は， t=i系植民がブラジノレに同化してゆくそれと同様なも
のであった.









本稿を作成するにあたっては，筑波大学 山本正三・西沢利栄両教授， Sao Paulo大学 CarlosAugusto F. 
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Structure de l'espace financier au Br毛sil
par 
Nobuo TAKAHASHL Nelson Massatake YOSHIKAE 
Cet article， qui se proposait de mettre en valeur l'organisation spatiale de l'activite fjnanciさre
au Brむil，aprらsavoir etudie l'accumulation des capitaux et leur flux， a analyse la formation de 
l' espace lie主lafonction financiらre.Les concl usions que nous pouvons tirer de cette et1，1de peuve-
nt se r・esumerbriさvementde la mani色resuivante. 
1. Les institutions financiさressont largement concentr・eesdans le triangle forme par les 
trois grandes villes， regions polarisees， du Sudeste: Sao Paulo， Rio de ]aneiro et Belo Horizonte. 
La premi色reen particulier joue un role attractif tr色snet tendance qui se complete par un glisse-
ment progressjf de cette activite vers la banlieue. 
2. Le taux de couverture des depots par les prets ne presente pas de grandes variations 
regionales et les flux regionaux de capitaux ne paraissent pas particuli色rementmarquant. 
3. Le classement des villes par taille et rangs du point de vue demographique est proche 
de celui fourni par la loi de Ziph. L'analyse de l'organisation urbaine a partir de l'activite finan-
C1主refait apparaitre la predominance de Sao Paulo et de Rio de ]aneiro et leur caract色repolynu】
cl毛3lre.
4. La formation du reseau d'agences d'une banque d'origine japonaise epouse les vicissitudes 
de l'immigration des japonais au Bresil. Avec 1a croissance de l'etablissement decrit， le reseau 
vn江主 recouvrirl'ensemble du territoire national， fournissent une assise solide aux activites ulte-
neures. 
5. Sao paulo， dont la suprematie financI色reest indiscutable， voit le coeur de cette activite 
progressivement glisser du “Centro" vers la nouvelle cite financiere le long de l' Avenida pauli-
sta. Parall色lementl'implantation de capitaux etrangers et la presence des multinationles se renforce， 
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写真4， S瓦oPauloのPaulista一入品
































いる。 rl-l-J:;{- に r{fj業地 I]<~ があるが，
この'11に全融機関が集rlする地区
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写真10. Brasiliaの!如来Jt.I!lベにあ
るすItl~~!1JJ
196011:.4 J jに1f i''fnl H i 0 d e J a -
nelro から J~行11 されてか lう，辺、辿に









J 1 IIJJμiJ 0 j在の)[くに 1~ : J )，;イピ/し





人1は13JJ4621(198011:.9 J J 1刊)
であるが，防J'l'i:iWi似がブラジ/レM
大のすず鋭、産地であり，その他天
然コム，金を lr(~ するため!t ll文地と
なっている。人1=jJけ見は小さな行1
市であるが，都心部には金融i幾!財
がmまる地区が存在する(1982年
8 Pj)。
